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ＳＳＫＰ 自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター･
・

小平
こだいら

 通信
つうしん

 

 C I L
しーあいえる

小平
こだいら

主催
しゅさい

 バーベキュー 
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ｐ ３ ピア・カウンセリング 集 中
しゅうちゅう

講座
こ う ざ

を終
お

えて 

ｐ ４ JIL
じ る

主催
しゅさい

 全国
ぜんこく

セミナー報
ほう

告
こく

 

ｐ ７ 介助
かいじょ

サービス委員会
い い ん か い

オンラインミーティング 

ｐ ９ 新
あたら

しく自立
じ り つ

した仲間
な か ま

をご紹 介
しょうかい

します 

ｐ１１ 刀
かたな

のこころクリニック 

ｐ１２ ジョブコーチと 私
わたし

 その弐
に

 

ｐ１５ 最 終
さいしゅう

回
かい

 わたしと 障
しょう

がい 

ｐ１８ レインボープロジェクト 

ｐ２０   ニューフェイス紹 介
しょうかい

 

ｐ２１ くり・パッ・チョ 

ｐ２３ 活動
かつどう

報告
ほうこく

 

ｐ２６ 編 集
へんしゅう

後記
こ う き

・地図
ち ず

 

ｐ２７ サービスのご案内
あんない

 

連載
れんさい

 

報
ほう

告
こく

目
もく

 次
じ
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大渕
おおぶち

 由理子
ゆ り こ

 

去
さ

る 3月
がつ

 2日
にち

から 5 週
しゅう

に渡
わた

り、ピア・カウンセリング 集 中
しゅうちゅう

講座
こうざ

をリモートにて自立
じりつ

生活
せいかつ

センター・小平
こだいら

で開
かい

催
さい

しました。 

受講生
じゅこうせい

の参加
さんか

は 4名
めい

でした。 集 中
しゅうちゅう

講座
こうざ

ともあってピアカン( 略
りゃく

 )のさわりの部分
ぶぶん

とし

て、「 感 情
かんじょう

の解放
かいほう

」「人間
にんげん

の本質
ほんしつ

」などの内容
ないよう

をやりました。 

受講生
じゅこうせい

の皆
みな

さんは、とても興味深
きょうみぶか

く関心
かんしん

を持
も

ってもらえたかなと 私
わたし

は思
おも

います。 

ピアカン自体
じたい

は、 障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

が自分
じぶん

自身
じしん

のエンパワーメントを得
え

て、生活
せいかつ

をするうえで

気持
き も

ちを整理
せいり

し、新
あら

たに頑張
がんば

ろうという気持
き も

ちに思
おも

えるよう広
ひろ

く伝
つた

えていけたらなぁと思
おも

ってます。 

ピアカウンセリング集中
しゅうちゅう

講座
こ う ざ

を終
お

えて 

ピア・カウンセリング 集 中
しゅうちゅう

講座
こうざ

当日
とうじつ

の様子
ようす
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阿保
あ ぼ

 弘
こう

平
へい

 

昨年
さくねん

の 話
はなし

になってしまいますが、2022 年 12月
がつ

20日
にち

から 12月
がつ

22日
にち

で全国
ぜんこく

自立
じりつ

生活
せいかつ

センター協議会
きょうぎかい

全国
ぜんこく

セミナーに参加
さんか

しました。全国
ぜんこく

自立
じりつ

生活
せいかつ

センター協議会
きょうぎかい

の皆様
みなさま

、セ

ミナーを企画
きかく

していただきありがとうございました。 

 

今回
こんかい

はズーム開催
かいさい

です。いつもなら仙台
せんだい

などで開催
かいさい

しますが、まだ新型
しんがた

コロナウィル

スの対策
たいさく

でリモート開催
かいさい

です。リモートでも開催
かいさい

して 頂
いただ

いてすごくありがたいです。 

 (仙台
せんだい

とか行
い

ったら、 牛
ぎゅう

タンやその土地
と ち

のグルメも食
た

べられたのに、今
いま

は自宅
じたく

で鯖
さば

缶
かん

飯
めし

とかです。（かなしくないです(´;ω;｀)) 

 

ジル全国
ぜんこく

セミナー一日目
いちにちめ

 

～分離
ぶんり

教 育
きょういく

ホントにやめて大丈夫
だいじょうぶ

？ 私
わたし

たちが目指
め ざ

すインクルーシブ教 育
きょういく

とは～ 

セミナー資料
しりょう

で 印 象 強
いんしょうづよ

いところを抜粋
ばっすい

します。 

Q特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

、特別
とくべつ

支援
しえん

学 級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

する児童
じどう

がふえていますがどうしてですか？～ 

A特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

か普
ふ

通
つう

学校
がっこう

か、本人
ほんにん

と保護者
ほ ご し ゃ

の意志
い し

に基
もと

づき～児童
じどう

は 10年間
ねんかん

で倍増
ばいぞう

、

インクルーシブ 教 育
きょういく

も大
おお

きく進展
しんてん

した。と国
くに

から返答
へんとう

をいただいた。 

 

所感
しょかん

、あくまで 私
わたし

は実感
じっかん

がありませんが、分離
ぶんり

教 育
きょういく

が進
すす

み、インクルーシブ 教 育
きょういく

は

進
すす

んでないと 話
はなし

を聞
き

いていて感
かん

じました。 

 

2022/04/27 に文科省
もんかしょう

が通達
つうたつ

を出
だ

している。「原則
げんそく

として 週
しゅう

の 授 業
じゅぎょう

時数
じすう

の半分
はんぶん

以上
いじょう

を

目安
めやす

に、特別
とくべつ

支援
しえん

学 級
がっきゅう

で児童
じどう

生徒
せいと

の 障 害
しょうがい

の 状 態
じょうたい

や発達
はったつ

段階
だんかい

などに応
おう

じた 授 業
じゅぎょう

を

行
おこな

うよう求
もと

めた。」 

→https://www.kyobun.co.jp/news/20220427_04/資料引用 

要約
ようやく

すると、 週
しゅう

半分
はんぶん

以上
いじょう

の分離
ぶんり

教 育
きょういく

を推進
すいしん

するもの。国際的
こくさいてき

にはこの通達
つうたつ

の撤回
てっかい

を

求
もと

めている。 

JIL
じ る

主催
し ゅ さ い

 全国
ぜ ん こ く

セミナー 

https://www.kyobun.co.jp/news/20220427_04/資料引用
https://www.kyobun.co.jp/news/20220427_04/資料引用
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私
わたし

はこんなことも知
し

らなかった。 私
わたし

はダメダメだなー。 情 報
じょうほう

に貪欲
どんよく

に取
と

り入
い

れないと 

 (インクルーシブ 教 育
きょういく

あってこそ、インクルージョン社会
しゃかい

はできる) 

 阿保
あ ぼ

も 考
かんが

えをアップデートしないといけないと思
おも

いました。 

 

～ 車
くるま

イスユーザーからみたヨーロッパバリアフリー～ 

飛行機
ひ こ う き

の機内用
きないよう

車
くるま

いすのことで、阿保
あ ぼ

も 昔
むかし

乗
の

ったがすごくのりにくいし、肘掛
ひじか

けもヘッ

ドレストもありません。また、飛行機
ひ こ う き

の機内車
きないくるま

イストイレもせまい。 

ヨーロッパバスは全自動
ぜんじどう

で、自動
じどう

で 車
くるま

イス 乗 降
じょうこう

スロープも出
で

てくるし、最初
さいしょ

から 車
くるま

イ

ススペースもある(日本
にほん

のように椅子
い す

折
お

りたたみが必要
ひつよう

ないので、すでに乗
の

ってるバス

利用者
りようしゃ

健
けん

常 者
じょうしゃ

に席
せき

を譲
ゆず

ってもらう精神的
せいしんてき

ハードルもない) 

 今日
きょう

、自分
じぶん

が行動
こうどう

したことで 将 来
しょうらい

誰
だれ

かの役
やく

に立
た

てるかもしれない。先輩
せんぱい

のお言葉
ことば

だが、

私
わたし

はこの言葉
ことば

のレベルにはまだ達
たっ

せてない、今日明日
きょうあした

の事
こと

でいっぱいだなと感
かん

じました。 

 

～ E
いー

N
えぬ

I
あい

L
える

訪
ほう

問
もん

報
ほう

告
こく

～ 

海
かい

外
がい

も若
わか

手
て

育
いく

成
せい

に難
なん

儀
ぎ

していて、80歳
さい

の方
かた

がまだ前
ぜん

線
せん

で 障
しょう

がい者
しゃ

運
うん

動
どう

されていると報
ほう

告
こく

書
しょ

にありましたが、少
すく

なくとも自
じ

分
ぶん

は自
じ

分
ぶん

の事
こと

で手
て

いっぱいだし、先
せん

輩
ぱい

たちのような

活
かつ

躍
やく

は出
で

来
き

ていない。日
に

本
ほん

のいいとこ悪
わる

いとこちゃんと見
み

分
わ

けられるようになりたいのと、

自
じ

分
ぶん

の小
ちい

さな世
せ

界
かい

に固
こ

執
しつ

しているなと自
じ

分
ぶん

は思
おも

い、色
いろ

んな人
ひと

と交
こう

流
りゅう

したいです。 

 

総
そう

括
かつ

所
しょ

見
けん

と今
こん

後
ご

の運
うん

動
どう

 

建
けん

設
せつ

的
てき

対
たい

話
わ

に 100名
めい

参
さん

加
か

したとのことでしたが、世
せ

界
かい

に活
かつ

躍
やく

されている方
かた

多
おお

いと思
おも

いま

した。 

 

ジル全
ぜん

国
こく

セミナー二
ふつ

日
か

目
め

 

～四
よ

年
ねん

間
かん

で見
み

えてきたもの～C
しー

I
あい

L
える

で活
かつ

動
どう

を続
つづ

けるための課
か

題
だい

とこれから～ 

2017-2018 におこなった女
じょ

性
せい

P
ぴー

T
てぃー

のアンケートの報
ほう

告
こく

。 C
しー

I
あい

L
える

におけるジェンダーバ

ランスを 調
ちょう

査
さ

しました。 

見
み

えてきたことは各
かく

C
しー

I
あい

L
える

障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

理
り

事
じ

、運
うん

営
えい

委
い

員
いん

の 7割
わり

は男
だん

性
せい

がしめている。 

障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

の事
じ

務
む

局
きょく

員
いん

は 4割
わり

でした。 
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自
じ

分
ぶん

のまわりは女
じょ

性
せい

リーダーがおおいので、あまり自
じ

分
ぶん

での実
じっ

感
かん

はない。が世
せ

間
けん

的
てき

に女
じょ

性
せい

リーダーが少
すく

ないと言
い

う現
げん

状
じょう

があるのは 考
かんが

えないといけないと思
おも

いました。 

 

アンケートで 将
しょう

来
らい

運
うん

営
えい

をになって欲
ほ

しいのは男
だん

性
せい

 23人
にん

、女
じょ

性
せい

 27人
にん

、ここに関
かん

してはい

いのかな。 

第
だい

1 アンケートで、運
うん

営
えい

をになう女
じょ

性
せい

障
しょう

害
がい

当
とう

事
じ

者
しゃ

がすくない理
り

由
ゆう

が、女
じょ

性
せい

の 働
はたら

きづら

さにつながっているのか？で男
だん

女
じょ

関
かん

係
けい

なく、リーダーシップをとる自
じ

信
しん

がない。と言
い

うこ

とがみえてきた。 私
わたし

もリーダーシップをとる自信
じしん

はありません。 

 

全
ぜん

国
こく

自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター 協
きょう

議
ぎ

会
かい

の女
じょ

性
せい

P
ぴー

T
てぃー

の現
げん

状
じょう

は以
い

下
か

の通
とお

りです。 

障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

を問
と

わないことと次
つぎ

の世
せ

代
だい

へつないでいく体
たい

制
せい

づくり 

誰
だれ

も取
と

り残
のこ

されない会
かい

議
ぎ

 会
かい

議
ぎ

のための会
かい

議
ぎ

をしている 

本
ほん

当
とう

の意
い

味
み

で[みんな]が活
かつ

躍
やく

できる C
しー

I
あい

L
える

になっているか 

 

2022年
ねん

 12月
がつ

にあった北
ほっ

海
かい

道
どう

あすなろ会
かい

で起
お

きた、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

者
しゃ

カップルに対
たい

する不
ふ

妊
にん

手
しゅ

術
じゅつ

事
じ

件
けん

のニュースに対
たい

してJIL
じ る

の女
じょ

性
せい

P
ぴー

T
てぃー

の方
かた

が声
せい

明
めい

文
ぶん

を書
か

く、ジルホームページ

にも掲
けい

載
さい

される、このことに対
たい

してセミナー参加者
さんかしゃ

に広
こう

告
こく

があり、優
ゆう

性
せい

思
し

想
そう

とかはよくな

いねとかの話
はな

しになりました。 

私
わたし

も知
し

らず識
し

らず（知
し

らず？）のうちに色
いろ

んな差
さ

別
べつ

をしてしまっていると思
おも

い、自
じ

己
こ

点
てん

検
けん

を 行
おこな

わないとと思
おも

いました。優
ゆう

性
せい

思
し

想
そう

と 戦
たたか

い続
つづ

ける気
き

合
あ

いが自
じ

分
ぶん

にあるのかなと思
おも

いました。 

 

脱
だつ

施
し

設
せつ

化
か

 

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

改
かい

正
せい

にむけて 

障
しょう

害
がい

者
しゃ

総
そう

合
ごう

支
し

援
えん

法
ほう

改
かい

正
せい

2024年
ねん

におこなう 

ポイントはひとり暮
ぐ

らし希
き

望
ぼう

者
しゃ

への相
そう

談
だん

 

市
し

町
ちょう

村
そん

における基
き

幹
かん

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

センターの設
せっ

置
ち

を努
ど

力
りょく

義
ぎ

務
む

化
か

 

市
し

町
ちょう

村
そん

における地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

支
し

援
えん

拠
きょ

点
てん

の整
せい

備
び

努
ど

力
りょく

義
ぎ

務
む

化
か

 

などがありました。 
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ジル全
ぜん

国
こく

セミナーの三
みっ

日
か

目
め

 

～ 重
じゅう

度
ど

だってちゃんと治
ち

療
りょう

して 精
せい

神
しん

科
か

病
びょう

院
いん

におけるコロナクラスター問
もん

題
だい

について～ 

沖
おき

縄
なわ

うるま 病
びょう

院
いん

で200人
にん

の大
だい

クラスターがあり、75名
めい

の方
かた

がなくなった。大
おお

部
べ

屋
や

での

入
にゅう

院
いん

で身
しん

体
たい

拘
こう

束
そく

等
など

もなされていた。 

私
わたし

はこんな大
おお

きな出
で

来
き

事
ごと

も知
し

りませんでしたし、悲
かな

しいことも知
し

りませんでした。 

申
もう

し訳
わけ

ございません。 

 

～自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センターがつくってきた介
かい

助
じょ

派
は

遣
けん

～過
か

去
こ

現
げん

在
ざい

未
み

来
らい

～ 

1960-1970年
ねん

くらいの自
じ

立
りつ

体
たい

験
けん

談
だん

をお聞
き

きしました。 

私
わたし

と同
どう

年
ねん

代
だい

か少
すこ

し下
した

ぐらいの人
ひと

が活
かつ

躍
やく

しているのを見
み

ると自
じ

分
ぶん

が小
ちい

さく思
おも

えてきます。 

ある方
かた

から「差
さ

別
べつ

にあったら怒
おこ

って下
くだ

さい」というお言
こと

葉
ば

をいただきました。 

私
わたし

には 衝
しょう

撃
げき

でした。怒
おこ

るのは当
あ

たり前
まえ

と思
おも

っていて、あえて自
じ

分
ぶん

は言
い

ってこなかった。 

まだまだ 私
わたし

が知
し

らないことや勉
べん

強
きょう

してきてない事
こと

、さまざまあります。これからもいろ

んなところに出
で

向
む

き、勉
べん

強
きょう

していきたいと思
おも

います。 

最
さい

後
ご

まで読
よ

んでいただきありがとうございました。 

 

阿保
あ ぼ

 弘
こう

平
へい

 

2022年
ねん

9月
がつ

13日
にち

に介助
かいじょ

サービス委員会
いいんかい

の〔路上
ろじょう

でチラシを配
くば

ってボランティアを集
あつ

めて

自立
じりつ

生活
せいかつ

をつくった先輩
せんぱい

に 話
はなし

を聞
き

く〕というオンラインミーティングに参加
さんか

させていた

だきました。 

自立
じりつ

生活
せいかつ

の先輩
せんぱい

のお 話
はなし

が 伺
うかが

えて、 私
わたし

はすごく勇気
ゆうき

づけられましたし、学
まな

びにもなりま

した。オンラインミーティングを企画
きかく

していただいた介助
かいじょ

サービス委員会
いいんかい

の方々
かたがた

、ありが

とう御座
ご ざ

います。 

 

駅
えき

での 話
はなし

を 伺
うかが

わせていただきました。 

命
いのち

がけの 交 渉
こうしょう

をして、駅
えき

にエレベーターをつけたりした 話
はなし

を 伺
うかが

いました。[ 印 象 的
いんしょうてき

介助
かいじょ

サービス委員会
い い ん か い

オンラインミーティング 
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なのは、車椅子
くるまいす

から落
お

ちても介助者
かいじょしゃ

がいなくて、夜
よる

のあいだずっと駅
えき

に置
お

き去
ざ

りになった

障 害 者
しょうがいしゃ

]自分
じぶん

たちの 命
いのち

をかけてきたから、エレベーターを優先
ゆうせん

して使
つか

わせてとかを言
い

え

るんだなと、 私
わたし

はそんな風
ふう

に思
おも

いました。 私
わたし

にはこういうことを言
い

う勇気
ゆうき

はないです。 

昔
むかし

、介助
かいじょ

制度
せいど

はなく、大学
だいがく

や街角
まちかど

でのチラシ配
くば

り等
とう

をおこない、介助者
かいじょしゃ

を集
あつ

めて、

無給
むきゅう

のボランティアで自分
じぶん

たちの生活
せいかつ

をまかなっていたので、今
いま

より介助者
かいじょしゃ

は友達
ともだち

感 覚
かんかく

に近
ちか

かった。と言
い

うことを聞
き

きました。 

私
わたし

には大学
だいがく

に行
い

ったり、街角
まちかど

でチラシを配
くば

り、自分
じぶん

の事
こと

を知
し

ってもらい介助
かいじょ

してもらえ

る人
ひと

を集
あつ

めるなんて、今
いま

の 私
わたし

では無理
む り

だと思
おも

います。 

 

先輩
せんぱい

の 話
はなし

は非常
ひじょう

にエンパワメントされました。なぜエンパワメントされたんだろと思
おも

い、 考
かんが

えてみました。会話
かいわ

のキャッチボールすること？会話
かいわ

のテンポ？会話
かいわ

の共感度
きょうかんど

？ 

私
わたし

に何
なに

が出来
で き

ることは何
なに

があるだろう。まだ答
こた

えは見
み

つりません。さがし続
つづ

けたいと思
おも

います。 

自分
じぶん

の 体 調
たいちょう

に向き合う勇気
ゆうき

についても 考
かんが

えました。 私
わたし

は自分
じぶん

の 体 調
たいちょう

にむきあって、

今
いま

やっていることのスピードをおとしたら、自分
じぶん

が自分
じぶん

に思
おも

っている期待
きたい

を裏切
うらぎ

るのが怖
こわ

くて、疲
つか

れていることやこれをしていたら、 私
わたし

はやばいって事
こと

も自分
じぶん

の無理
む り

を通
とお

していま

した。  

人
ひと

にこだわる勇気
ゆうき

についても 考
かんが

えました。周
まわ

りの人
ひと

を気
き

にしていても気
き

にしているよって

のを伝
つた

えるタイミングが、 私
わたし

にはわからない。でも、言葉
ことば

にして伝
つた

えないと伝
つた

わらないこ

ともあると 私
わたし

は思
おも

います。 

 

今回
こんかい

のオンラインミーティングを通
つう

じて非常
ひじょう

にい

ろいろ 考
かんが

えさせられました。自己
じ こ

認識
にんしき

が進
すす

み、

自分
じぶん

のやりたいことを見
み

つけたり、自分
じぶん

を大切
たいせつ

に思
おも

えるようになりたいと思
おも

いました。 

また、この様
よう

なオンラインイベントがありましたら

参加
さんか

させていただきたいと思
おも

います。 

読
よ

みづらい 文 章
ぶんしょう

になりましたが、最後
さいご

まで読
よ

んで

いただきありがとう御座
ご ざ

います。  
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【自己
じ こ

紹 介
しょうかい

】 

初
はじ

めまして五十嵐
い が ら し

直
なお

聡
とし

です‼ 

私
わたし

は視覚
しかく

障 害
しょうがい

と右
みぎ

半身
はんしん

麻痺
ま ひ

と人工
じんこう

透析
とうせき

のロイヤ

ルストレートフラッシュです( 笑
わらい

) 

事務所
じ む し ょ

などで見
み

かけたら気
き

軽
がる

に話
はな

しかけてください！ 

 

【 自立前
じりつまえ

の気
き

持
も

ち】 

自
じ

立
りつ

前
まえ

は介
かい

助
じょ

者
しゃ

を使
つか

って生活
せいかつ

することがとても不安
ふあん

でしたが、同 居
どうきょ

している親
おや

が高齢
こうれい

であるのと、大
だい

好
す

きなタバコが一人
ひとり

で自由
じゆう

に吸
す

うことが

できないため、自
じ

立
りつ

をして思
おも

う存
ぞん

分
ぶん

吸
す

いたいと思
おも

い自立
じりつ

生活
せいかつ

プログラムを受
う

けてみようと

決心
けっしん

しました。 

 

【IL での気
き

持
も

ち】 

IL を受
う

けて雇用
こよう

主
ぬし

としての自覚
じかく

が芽
め

生
ば

えましたが、視覚
しかく

障 害
しょうがい

がありメモを取
と

ることができ

ず制度
せいど

などの理解
りかい

が 難
むずか

しくて大
たい

変
へん

でしたが、事
じ

務
む

所
しょ

に通
かよ

うときはタバコが吸
す

える日
ひ

なの

でとても待
ま

ち遠
どお

しい日
ひ

でもありました。 

IL に参加
さんか

するときに事務所
じ む し ょ

のヘルパーさんを利用
りよう

して通
かよ

っていました。そのヘルパーさん

達
たち

と仲
なか

良
よ

くすることも楽
たの

しみの一
ひと

つでした♪ 

とても苦労
くろう

した思
おも

い出
で

はプログラムの(ニュー&グッズ)で 毎 週
まいしゅう

何
なに

があったか報告
ほうこく

をするの

ですが、 私
わたし

は 週
しゅう

に 3回
かい

人
じん

工
こう

透
とう

析
せき

に通
かよ

っていて他
ほか

には訪問
ほうもん

歯科
し か

や訪
ほう

問
もん

リハとスケジュー

ルが決
き

まっていたので話
はな

すネタがなくて困
こま

っていました。 

 

【物
ぶっ

件
けん

探
さが

しや資
し

料
りょう

作
さく

成
せい

】 

自立
じりつ

生活
せいかつ

を住
す

みなれた国
こく

分
ぶん

寺
じ

で希望
きぼう

していたのですが、国分寺市
こくぶんじし

の 交 渉
こうしょう

は中々
なかなか

難儀
なんぎ

する

と当時
とうじ

のケアマネに言
い

われて、小平市
こだいらし

、西
にし

東京市
とうきょうし

、武蔵野市
む さ し の し

、小金井市
こ が ね い し

で物件
ぶっけん

を探
さが

してい

新
あたら

しく自立
じ り つ

した仲間
な か ま

をご紹介
しょうかい

します 

～五十嵐
い が ら し

直
なお

聡
とし

さん～ 
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たところ 条
じょう

件
けん

に合
あ

う物件
ぶっけん

が小金井市
こ が ね い し

で見
み

つかったので自立
じりつ

生活
せいかつ

は小金井市
こ が ね い し

ですることに

決
き

めました！ 

役場
やくば

交 渉
こうしょう

に必要
ひつよう

な資料
しりょう

をヘルパーさんと作成
さくせい

していましたが、進行
しんこう

具合
ぐあい

が自分
じぶん

で見
み

て

確
かく

認
にん

することができないのでとても苦労
くろう

しましたが、なんとか期日
きじつ

までにはしっかりと

作成
さくせい

することができたと思
おも

っていたのですが…。 

 

【役場
やくば

交 渉
こうしょう

】 

思
おも

い出
だ

したくもないような役場
やくば

交 渉
こうしょう

でした。 

作
つく

った資
し

料
りょう

に文句
もんく

をつけられ、これだけの 障 害
しょうがい

があるにも関
かか

わらず夜
や

間
かん

の必要性
ひつようせい

はな

いと死
し

の宣告
せんこく

とも思
おも

えるような発言
はつげん

や、 交 渉
こうしょう

担当
たんとう

の 係 長
かかりちょう

には「寂
さび

しいから夜間人
やかんひと

が

必要
ひつよう

なのですか？」などと 心
こころ

無
な

い発
はつ

言
げん

をされてとても腹
はら

が立
たち

ちました。 

7回
かい

ほど(約
やく

5ヶ月
かげつ

)役場
やくば

と 交 渉
こうしょう

をしたのですが、審査会
しんさかい

で決
き

まったことなのでと態
たい

度
ど

を変
か

えませんでした。 

長
なが

い交
こう

渉
しょう

期
き

間
かん

で実
じっ

家
か

に戻
もど

りたいと思
おも

うこともありましたが一
いっ

緒
しょ

に頑
がん

張
ば

ってくれている事
じ

務
む

所
しょ

のメンバー達
たち

に励
はげ

まされたことや、なにより自立
じりつ

をしてタバコを吸
す

いたい！( 笑
わらい

)と頑
がん

張
ば

りました！ 

12月
がつ

の暮
く

れの交
こう

渉
しょう

時
じ

に役
やく

場
ば

側
がわ

のミスや嘘
うそ

とも取
と

れる発
はつ

言
げん

により形勢
けいせい

逆 転
ぎゃくてん

となり、

自宅
じたく

にて課長
かちょう

を招
まね

き普
ふ

段
だん

の生活
せいかつ

の視察
しさつ

を希望
きぼう

し、家
いえ

に来
き

てもらいありのままを見
み

てもらい

ました。結果
けっか

、夜間
やかん

の必要性
ひつようせい

も認
みと

めてもらい 24時
じ

間
かん

を勝
か

ち取
と

ることができました。 

ここまで本当
ほんとう

に長
なが

くて体
たい

調
ちょう

を壊
こわ

すこともあり本当
ほんとう

に本当
ほんとう

に長
なが

くて険
けわ

しい道
みち

のりでし

た。 

 

【現在
げんざい

】 

 現在
げんざい

は、なんとかヘルパーさんとの関
かか

わりかたや過
す

ごし方
かた

がわかってきたかなと思
おも

いま

す。毎日
まいにち

毎日
まいにち

、献立
こんだて

を 考
かんが

えるのはとても大変
たいへん

で面倒
めんどう

だなと思
おも

いますが、これも自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

ができた事
こと

で悩
なや

めるうれしい？( 笑
わらい

)ことかなと思
おも

います。 

これからの 目 標
もくひょう

は、自立
じりつ

生 活 中
せいかつちゅう

に取得
しゅとく

した資格
しかく

を活用
かつよう

してカウンセリングルームを

開設
かいせつ

し悩
なや

める子
こ

羊
ひつじ

を救
すく

うことです！ 

ここまで読
よ

んで 頂
いただ

きありがとうございます。これからもどうぞ五十嵐
い が ら し

直
なお

聡
とし

をよろしくお願
ねが

いします！ありがとうございました。  
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『 刀
かたな

のこころクリニック』                 タナベアヤト 

 

通院
つういん

の為
ため

、 刀
かたな

のこころクリニックに来
き

た。 

今
いま

では 珍
めずら

しい武士
ぶ し

専用
せんよう

の病 院
びょういん

。 

 

「いつも、お待
ま

たせしてすみません。」 

主治医
しゅじい

との会話
かいわ

のスタートは、いつも決
き

まっている。 

私
わたし

は、いえいえ。年
とし

を取
と

ってから気
き

が長
なが

くなったの 

で、全然
ぜんぜん

平気
へいき

ですよ、と返答
へんとう

する。 

 

「お身体
からだ

、変
か

わりないですか。今日
きょう

は大雨
おおあめ

ですね。」 

「もう今年
ことし

で六 十 歳
ろくじゅっさい

になるので、やはり思
おも

うようにい 

きませんねぇ」 

「なるほど。そうですか…。最前線
さいぜんせん

で活躍
かつやく

されていた 

頃
ころ

は、血
ち

の 涙
なみだ

を流
なが

していたって 噂
うわさ

を聞
き

きますよ。」 

「それは多分
たぶん

、返
かえ

り血
ち

ですね。 涙
なみだ

は武士
ぶ し

を 志
こころざ

してから 

無縁
むえん

でして。 昔
むかし

は、鬼
おに

！とかも言
い

われましたね。」 

 

「そういえば…この前
まえ

、貴方
あなた

の 刀
かたな

との対話
たいわ

の際
さい

に、 

こんなことを言
い

っていましたよ…。貴方
あなた

が数
かず

ある 刀
かたな

の 

中
なか

から選
えら

んでくれた…お礼
れい

という名
な

の礼儀
れいぎ

として、 

こっそり涙腺
るいせん

を切
き

りましたって。引退
いんたい

まで預
あず

かるとの 

ことです。」 

 

ふと、自分
じぶん

の 刀
かたな

を見
み

ると…鞘
さや

から水滴
すいてき

が 滴
したた

っていた。 

雨
あめ

が拭
ふ

ききれていないのだと、思
おも

うことにした。 
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瀧澤
たきざわ

 真沙
ま さ

志
し

 

この 頁
ぺーじ

は 2023.6号
ごう

から全
ぜん

5回
かい

シリーズで投稿
とうこう

している職場
しょくば

定 着
ていちゃく

支援
しえん

機関
きかん

1にまつわ

る内容
ないよう

を書
か

いています。2回目
かいめ

の今回
こんかい

は「 私
わたし

が支援
しえん

依頼
いらい

書
しょ

」に書
か

いた項目
こうもく

のうちの１
ひと

つ

【コミュニケーション支援について】掻
か

いつまんで書
か

いてみようと思います。 

因
ちな

みに支援
しえん

依頼書
いらいしょ

に書
か

いたのは以下
い か

の通
とお

りになります。 

【支援
しえん

依頼書
いらいしょ

に書
か

いた４項目
こうもく

】 

（１）コミュニケーション支援
し え ん

（面談
めんだん

支援
し え ん

） 

（２）雇用
こ よ う

企業
きぎょう

（ C I L
しーあいえる

・小平
こだいら

）従 業 員
じゅうぎょういん

への理解
り か い

促進
そくしん

 

（３）障 害
しょうがい

特性
とくせい

に合
あ

わせた雇用
こ よ う

企業
きぎょう

の職場
しょくば

調 整
ちょうせい

 

（４）業務
ぎょうむ

内容
ないよう

の組
く

み立
た

て 

利用
りよう

当初
とうしょ

、とても 緊 張
きんちょう

していたのを覚
おぼ

えています。 東 京
とうきょう

ジョブコーチ支援
しえん

センターの

ような「外部
がいぶ

機関
きかん

を活用
かつよう

するのは、 C I L
しーあいえる

・小平
こだいら

では今回
こんかい

がはじめてなので、そうした

理由
りゆう

から、 慎 重
しんちょう

に。」とマネージャー等
とう

から事前
じぜん

に聞
き

いていたこともあり、事務所
じ む し ょ

からも

ジョブコーチ担当
たんとう

（以下
い か

、 J C
ジェイシー

担当
たんとう

と 略
りゃく

す。）からも自身
じしん

の言動
げんどう

をすごく見
み

られている

感覚
かんかく

がしていたからです。（試
ため

されているというニュアンスが近
ちか

いかも。） 

私
わたし

は、初回
しょかい

の J C
ジェイシー

担当
たんとう

の方
かた

とのお 話
はなし

を通
とお

して 対 象 者
たいしょうしゃ

（ 私
わたし

）の 状 況
じょうきょう

を把握
はあく

し

て、これからの支援
しえん

を検討
けんとう

されるのだろうと、 J C
ジェイシー

がその様
よう

に 考
かんが

えられていることを汲
く

み取
と

りました。そのため、いままで 職
しょく

場内
ばない

で感
かん

じてきたこと。 

 特
とく

に同
おな

じ部署内
ぶしょない

2の 職 員
しょくいん

とのコミュニケーションの 難
むずか

しさや組織
そしき

との距離感
きょりかん

の取り

方
かた

、 業 務 量
ぎょうむりょう

の相談
そうだん

など。 

 それまで 1人
り

で抱
かか

え込
こ

んできた複雑
ふくざつ

に何層
なんそう

も絡
から

み合
あ

って日々
ひ び

感
かん

じてきたことを 中 心
ちゅうしん

に

 

1 東 京
とうきょう

ジョブコーチ支援
し え ん

センターを指
さ

す。 

2 C I L
しーあいえる

・小平
こだいら

などの 障
しょう

がい当事者
と う じ し ゃ

職 員
しょくいん

を指
さ

す 
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洗
あら

い流
なが

すように 話
はなし

をすることができました。 

 不思議
ふ し ぎ

なもので複雑
ふくざつ

に何層
なんそう

も絡
から

みあっていた気持
き も

ちがほぐれることがありました。ま

た、自身
じしん

の視点
してん

を 修 正
しゅうせい

することが必要
ひつよう

だと思
おも

わされ、言葉
ことば

を引
ひ

き出
だ

すのが上手
じょうず

な方
かた

だな

ぁ。と J C
ジェイシー

担当
たんとう

の方
かた

にそう抱
かか

くこともありました。 

 あっちにこっちに、 私
わたし

の 障 害
しょうがい

特 性 上
とくせいじょう

‘‘端的
たんてき

に 喋
しゃべ

るのが 難
むずか

しいもどかしさを抱
かか

えて

いる‘‘背景
はいけい

も理解
はいけい

されているからか、その点
てん

も配慮
はいりょ

され 話
はなし

を重
かさ

ねるなかで「会議内
かいぎない

で

感 情 的
かんじょうてき

にならない発言
はつげん

の切
き

り出
だ

し方
かた

」、「支援
しえん

職 員
しょくいん

に資料
しりょう

を渡
わた

す際
さい

には蛇腹
じゃばら

ファイル

活用
かつよう

が有効
ゆうこう

であるということ」、「基礎的
き そ て き

なoffice
おふぃす

ソフトの使い方
かた

、 P C
ぴーしー

スキル 向 上
こうじょう

のプ

チ 勉 強 会
べんきょうかい

」、「 体 調
たいちょう

管理
かんり

について」といった具体的
ぐたいてき

な助言
じょげん

を貰
もら

うとことも出来
で き

ました。 

体 調
たいちょう

管理
かんり

についてのはなしでは、 私
わたし

なりの「てんかん発作
ほっさ

との付き合
あ

い方
かた

」を 話
はなし

し

てみました。「 私
わたし

は 焦
しょう

点
てん

（部分
ぶぶん

）発作
ほっさ

と 10代
だい

後半
こうはん

から付
つ

き合
あ

っていて、ドクターに経過
けいか

を伝
つた

える為
ため

に発作
ほっさ

があった日時
にちじ

・場所
ばしょ

・時間
じかん

・その後
ご

の経過
けいか

・発作
ほっさ

があった要因
よういん

をノート

に記録
きろく

してそれを見
み

ながら通院先
つういんさき

で説明
せつめい

しています。」といったことや「人
ひと

に伝
つた

える時
とき

に

は、相手
あいて

がイメージしやすい様
よう

に【大
だい

・ 中
ちゅう

・ 小
しょう

】とてんかん発作
ほっさ

を言
い

い 表
あらわ

す様
よう

な工夫
くふう

もしていて、例
たと

えば頬
ほほ

がしびれる場合
ばあい

は 小
しょう

発作
ほっさ

、頬
ほほ

から腕
うで

に肥
ひ

大
だい

した 状 態
じょうたい

の場合
ばあい

は 中
ちゅう

発作
ほっさ

、全身
ぜんしん

に肥
ひ

大
だい

して動
うご

けなくなった 状 態
じょうたい

は大
だい

発作
ほっさ

といった具合
ぐあい

にこれまで相手
あいて

に伝
つた

え

てきました。」 

その他
ほか

「 障
しょう

がいの自己
じ こ

把握
はあく

に役立
やくだ

つだろうと東京医
とうきょうい

学部
がくぶ

附属
ふぞく

病 院
びょういん

に検査
けんさ

入 院
にゅういん

をした

経験
けいけん

もあります。」といった職場
しょくば

定 着
ていちゃく

に繋
つな

がり得
う

るか不確
ふたし

かな 情 報
じょうほう

も網羅的
もうらてき

に検査
けんさ

入 院
にゅういん

で学
まな

び得
え

たことも口
くち

にしていました。「 私
わたし

のてんかん発作
ほっさ

の場合
ばあい

は恐
おそ

らく、、 損 傷
そんしょう

していない脳
のう

の部位
ぶ い

が 損 傷
そんしょう

部位
ぶ い

の分
ぶん

も 2倍
ばい

のエネルギーを費
つい

やして活躍
かつやく

している証拠
しょうこ

で

‘‘ちょっと 休 憩
きゅうけい

させてよ‘‘と 体
からだ

が 訴
うった

えているサインだと 解 釈
かいしゃく

3しています」などの見解
けんかい

も添
そ

えて。「最 近
さいきん

だと、てんかん発作
ほっさ

をもつ児童
じどう

の親御
おやご

さん向
む

けに開発
かいはつ

された4てんかん

記録
きろく

アプリ5もある様
よう

で社会
しゃかい

資源
しげん

を探
さが

せば色々
いろいろ

なツールがあるみたいです。」と自主的
じしゅてき

に

 

3 「自分
じ ぶ ん

なりの解 釈
かいしゃく

について」・・・ドクターの意見書
い け ん し ょ

と図書館
と し ょ か ん

で借
か

りた『「てんかん」のことがよくわか

る本
ほん

』の内容
ないよう

とを照
て

らし合
あ

わせて見出
み い だ

した自分
じ ぶ ん

なりの解 釈
かいしゃく

になります。 

4 現在
げんざい

では「バージョンアップ」され、成人期
せ い じ ん き

以降
い こ う

のてんかん当事者
と う じ し ゃ

も使
つか

える様
よう

に改善
かいぜん

されています。 

5 Nanakara-てんかん発作
ほっさ

・服薬
ふくやく

記録
きろく

アプリを指
さ

す。URL:https://nanacara.jp/ 

 

https://nanacara.jp/
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情 報
じょうほう

収 集
しゅうしゅう

して知
し

り得
う

る知識
ちしき

を 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

することで、 私
わたし

にとっての職場
しょくば

環 境
かんきょう

の

改善
かいぜん

に繋
つな

がる糸口
いとぐち

になり得
え

ないかそういった想
おも

いも込
こ

めて口
くち

にしていました。 

いろいろな角度
かくど

から 話
はなし

を重
かさ

ねてきたこともあって J C
ジェイシー

担当
たんとう

の方
かた

から１つの提案
ていあん

があり

ました。 

「てんかん記録
きろく

アプリを参考
さんこう

に瀧澤
たきざわ

さんオリジナルの勤務
きんむ

報告書
ほうこくしょ

を作
つく

ってみませんか。」

「瀧澤
たきざわ

さんは耳
みみ

で聞
き

く 情 報
じょうほう

より目視
もくし

した 情 報
じょうほう

の方
ほう

が相手
あいて

と意思
い し

疎通
そつう

する場面
ばめん

で大
だい

事
じ

だ

と思
おも

いますし、伝
つた

える時
とき

もその方
ほう

が安心
あんしん

感
かん

を持
も

てるのでは？」「その方
ほう

が得意
とくい

でしょう

し、毎日
まいにち

の勤務
きんむ

時間
じかん

と合
あ

わせて、てんかん記録
きろく

もあったら 職 員
しょくいん

とどういった場面
ばめん

で発作
ほっさ

が

起
�

こり得
う

るか 情 報
じょうほう

共 有
きょうゆう

にも役立
やくだ

つと思
おも

いますし。」そういった 話
はなし

の転
ころ

がりを、コミュ

ニケーション支援
しえん

等
とう

を重
かさ

ねていくなかで提案
ていあん

されました。このことがいま振
ふ

り返
かえ

ると確
たし

か

な転機
てんき

と手応
てごた

えに繋
つな

がる 話
はなし

になっていくのですが、これは次回
じかい

3回目
かいめ

の原稿
げんこう

にとっておき

たいと思
おも

います。 

続
つづ

く。 

 

東 京
とうきょう

しごと財団
ざいだん

のホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

から パンフレット
ぱ ん ふ れ っ と

をご覧
ご ら ん

いただけます。 

興味
きょうみ

のある方
かた

はぜひご覧
ご ら ん

ください。 
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わたしと障
しょう

がい 

 

みなさん、こんにちは。 

 今回
こんかい

は、自立
じりつ

生活
せいかつ

センター・小平
こだいら

に 入
にゅう

職後
しょくご

のことを書
か

きます。 

 自立
じりつ

生活
せいかつ

センター・小平
こだいら

に 入
にゅう

職
しょく

した当時
とうじ

は 19歳
さい

でした。早
はや

く成人
せいじん

してお酒
さけ

が飲
の

み

たいなと 20歳
さい

になるのが待
ま

ち遠
どお

しかったです（ 笑
わらい

）20歳
さい

の 誕 生
たんじょう

日
び

を迎
むか

えてから、

成人
せいじん

の日
ひ

に写真
しゃしん

スタジオで着物
きもの

をレンタルして家族
かぞく

と写真
しゃしん

を撮
と

りました。初
はじ

めてお酒
さけ

を

家族
かぞく

と飲
の

んだ時
とき

はとても嬉
うれ

しかったです。また、自立
じりつ

生活
せいかつ

センター・小平
こだいら

の身体
しんたい

障 害
しょうがい

と

精神
せいしん

障 害
しょうがい

の 障 害 者
しょうがいしゃ

職 員
しょくいん

として、新成人
しんせいじん

として、色々
いろいろ

なことに 挑 戦
ちょうせん

していきたいと

改
あらた

めて決意
けつい

をした日
ひ

でした。 

 それからは日々
ひ び

変化
へんか

していく 体 調
たいちょう

や自分
じぶん

の 障 害
しょうがい

を必死
ひっし

に受
う

け止
と

めようとしていまし

た。けれども、その気
き

持
も

ちとは 逆
ぎゃく

に、まだ歩
ある

けるから歩
ある

きたいと思
おも

っていたり、

P T S D
ピーティーエスディー

と睡眠
すいみん

障 害
しょうがい

の自分
じぶん

に合
あ

った 薬
くすり

が見
み

つからずに 体 調
たいちょう

が悪化
あっか

して仕事
しごと

ができ

ずに職場
しょくば

に心配
しんぱい

をかけたりしていました。 障 害
しょうがい

と向
む

き合
あ

うことに葛藤
かっとう

していたので、

自分
じぶん

の存在
そんざい

意義
い ぎ

を否定
ひてい

したくなるようなとても辛
つら

い気
き

持
も

ちになっていました。その時
とき

に

G M
ジーエム

から、八王子
はちおうじ

精神
せいしん

ピアサポートセンターのピア・カウンセリング 集 中
しゅうちゅう

講座
こうざ

を受講
じゅこう

してみませんか、と声
こえ

をかけていただき、 心
こころ

の傷
きず

と少
すこ

しずつ付
つ

き合
あ

っていこうと思
おも

いま

した。その後
ご

、ヒューマンケア 協 会
きょうかい

と自立
じりつ

生活
せいかつ

センター日野
ひ の

と I L
アイエル

みなみTama
た ま

共 催
きょうさい

の

ピア・カウンセリング長期
ちょうき

講座
こうざ

を受講
じゅこう

しました。ピア・カウンセリング長期
ちょうき

講座
こうざ

を受
う

けて

から、自立
じりつ

生 活
せいかつ

センター・小平
こだいら

の 障 害 者
しょうがいしゃ

職 員
しょくいん

に勇気
ゆうき

をだして初
はじ

めて精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

をカミ

ングアウトしました。カミングアウトをすることで少
すこ

しずつ理解
りかい

が広
ひろ

まっていき、自
じ

立
りつ

生
せい

活
かつ

センター・小
こ

平
だいら

にカームダウンスペース（精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

の 休 憩
きゅうけい

スペース）を設置
せっち

して

いただきました。また、 電 動 車
でんどうくるま

いすの 交 渉
こうしょう

をして 体
からだ

の麻痺
ま ひ

の負担
ふたん

を減
へ

らすことで身体
しんたい

障 害
しょうがい

を受容
じゅよう

していきました。 

 

新
あら

井
い

 ひかり 
-ＥＰＩＳＯＤＥ７- 
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 自分
じぶん

の 障 害
しょうがい

を受容
じゅよう

できて気
き

持
も

ちに少
すこ

し余裕
よゆう

ができた頃
ころ

、12月
がつ

の年末
ねんまつ

に祖母
そ ぼ

から電話
でんわ

が

かかってきました。何
なん

だろう？と思
おも

って電
でん

話
わ

に出
で

ると、祖
そ

父
ふ

が末
まっ

期
き

のガンで余命
よめい

半年
はんとし

と

宣告
せんこく

をされたという連絡
れんらく

でした。突然
とつぜん

のことで 驚
おどろ

いて言
こと

葉
ば

が見
み

つかりませんでした。

私
わたし

の 両 親
りょうしん

はいますが、家庭
かてい

の事情
じじょう

で母方
ははかた

の祖父母
そ ふ ぼ

に面倒
めんどう

を見
み

てもらっていたので、

祖父
そ ふ

というよりは父
ちち

みたいに身近
みぢか

な人
ひと

でした。 私
わたし

が 幼
おさな

い頃
ころ

から祖父
そ ふ

とたくさん喧嘩
けんか

をし

ましたが、 私
わたし

の 障 害
しょうがい

をとても理解
りかい

してくれて、相手
あいて

に対
たい

して挨
あい

拶
さつ

と感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを忘
わす

れないでほしいと教
おし

えてくれて、 私
わたし

が自
じ

立
りつ

生活
せいかつ

センター・小平
こだいら

で 働
はたら

いていることを誰
だれ

よりも 喜
よろこ

んでくれて、人
ひと

のために尽
つ

くすことを行動
こうどう

で 表
あらわ

している、そのような誇
ほこ

れる祖
そ

父
ふ

がいなくなると思
おも

うと胸
むね

が締
し

め付
つ

けられてどのように言葉
ことば

にしていいか分
わ

からない辛
つら

い

気
き

持
も

ちになりました。 

 居
い

ても立
た

っても居
い

られず、お 正 月
しょうがつ

にパートナーの 車
くるま

で祖父母
そ ふ ぼ

の家
いえ

がある新潟
にいがた

に向
む

かい

ました。コロナ禍
か

だったので 病 院
びょういん

の面会
めんかい

は 1人
り

ずつでした。祖父
そ ふ

に「今
いま

まで喧嘩
けんか

してごめ

んなさい。今年
ことし

の夏
なつ

に結婚式
けっこんしき

をするから絶
ぜっ

対
たい

来
き

てね。」と言
い

いました。祖父
そ ふ

が余命
よめい

宣告
せんこく

を

されても、 私
わたし

の晴
は

れ 姿
すがた

を見
み

てもらいたくて、今
いま

まで育
そだ

ててくれた感謝
かんしゃ

の気持ち
き も ち

を伝えて
つ た え て

恩返し
おんがえし

がしたくて、無我夢中
むがむちゅう

で結婚式
けっこんしき

の準備
じゅんび

をしました。そして結婚式
けっこんしき

の 3日前
かまえ

にガンが

奇跡的
きせきてき

に寛解
かんかい

状 態
じょうたい

になって外泊
がいはく

許可
きょか

がおりました。祖父
そ ふ

が結婚式
けっこんしき

に来て
き

くれて 私
わたし

の

晴れ姿
はれすがた

を見
み

たらとても嬉
うれ

しそうな顔
かお

をしていました。 私
わたし

も祖父
そ ふ

の顔
かお

を見
み

て嬉し涙
うれしなみだ

がこぼ

れました。特
とく

に 両 親
りょうしん

が揃
そろ

って結婚式
けっこんしき

に 出 席
しゅっせき

してくれて、家族
かぞく

全員
ぜんいん

がずっと笑顔
えがお

でいて

くれたのがとても嬉
うれ

しかったです。 

 翌年
よくとし

の 3月
がつ

頃
ごろ

に祖父
そ ふ

に会
あ

いに行
い

った時
とき

には、 毎 週 末
まいしゅうまつ

に外泊
がいはく

許可
きょか

をもらって家
いえ

で庭
にわ

仕事
しごと

をしていました。余命
よめい

宣告
せんこく

をされた人
ひと

とは思
おも

えないくらい元気
げんき

な 姿
すがた

にとても 驚
おどろ

きま

した。家族
かぞく

全員
ぜんいん

が祖父
そ ふ

ならガンに勝
か

てるのではないかと 話
はなし

をしていました。けれどもある

日
ひ

、家
いえ

で外泊
がいはく

をしている時
とき

に転
ころ

んでしまい、ガンは 急
きゅう

に祖父
そ ふ

の 体 力
たいりょく

を奪
うば

っていきまし

た。その後
ご

、祖父
そ ふ

は家
いえ

に帰
かえ

れず 病 院
びょういん

で治療
ちりょう

を受
う

けていました。 私
わたし

は年末
ねんまつ

に祖母
そ ぼ

から

祖父
そ ふ

の 体 調
たいちょう

のことを聞
き

いたので、祖父
そ ふ

の余命
よめい

宣告後
せんこくご

に 2
ふつ

日
か

に 1回
かい

は電話
でんわ

をしようと決
き

めま

した。祖父
そ ふ

の電話
でんわ

の話
はな

し声
ごえ

から抗
こう

がん剤
ざい

の治療
ちりょう

や副作用
ふくさよう

が辛
つら

そうだなと思
おも

いました。毎
まい

回
かい

 15分
ふん

くらいの電話
でんわ

でしたが、祖父
そ ふ

は料理
りょうり

を作
つく

ることが好
す

きなので料理
りょうり

の 話
はなし

をしてい
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る時
とき

の声
こえ

はとても嬉
うれ

しそうで、電
でん

話
わ

を切
き

る時
とき

は寂
さび

しそうな声
こえ

でした。 私
わたし

が祖父
そ ふ

に電話
でんわ

を

することで少
すこ

しでも抗
こう

がん剤
ざい

治療
ちりょう

の気分
きぶん

転換
てんかん

になればいいなと思
おも

い、 話
はなし

をしました。コ

ロナがなければたくさん面会
めんかい

に行
い

きたかったですが、電話
でんわ

をすることしかできない 状 況
じょうきょう

がとても悔
くや

しかったです。その数ヶ月後
すうかげつご

に祖父
そ ふ

が亡
な

くなりました。お葬式
おそうしき

の遺影
いえい

は、 私
わたし

の

結婚式
けっこんしき

の 集 合
しゅうごう

写真
しゃしん

が選
えら

ばれました。日本酒
にほんしゅ

が大
だい

好
す

きでお酒
さけ

に酔
よ

っている嬉
うれ

しそうな

祖父
そ ふ

の写真
しゃしん

でした。今
いま

思
おも

うと、祖父
そ ふ

から、一度
いちど

しかない自分
じぶん

の人生
じんせい

をどう生
い

きるかを 考
かんが

えて、いつも感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを忘
わす

れずに人
ひと

と関
かか

わることなど、人生
じんせい

を歩
あゆ

むうえで大
たい

切
せつ

なこ

とを教
おし

えてもらえたと思
おも

っています。 

  

私
わたし

は、特別
とくべつ

支援
しえん

学
がっ

校
こう

の高等部
こうとうぶ

の 卒 業
そつぎょう

をきっかけに地元
じもと

の新潟
にいがた

を離
はな

れて、国
こく

立
りつ

職
しょく

業
ぎょう

リハビリテーションセンターに 入 所
にゅうしょ

した後
あと

、現在
げんざい

は自立
じりつ

生活
せいかつ

をしています。脳性
のうせい

麻痺
ま ひ

の 障 害
しょうがい

があり、 小 学 生
しょうがくせい

の時
とき

にいじめられてとても辛
つら

い思
おも

いをしたので、中途
ちゅうと

障 害
しょうがい

の P T S D
ピーティーエスディー

になってしまい、 障 害
しょうがい

の受容
じゅよう

に時間
じかん

がかかったり、生活
せいかつ

の中
なか

に

介助者
かいじょしゃ

を入
い

れたりすることにとても悩
なや

みました。けれども、様々
さまざま

な人
ひと

と出
で

会
あ

えたおかげ

で、 私
わたし

にとって 障 害
しょうがい

は 私
わたし

の一部
いちぶ

でかけがえのないものだと思
おも

えるようになりました。

また、 私
わたし

が 幼
おさな

い頃
ころ

よりも、社会
しゃかい

が 障 害 者
しょうがいしゃ

に対して偏見
へんけん

の目
め

で見
み

るのではなく、

障 害 者
しょうがいしゃ

を社会
しゃかい

の一員
いちいん

として認
みと

める方
ほう

向
こう

にやっと変
か

わり始
はじ

めたと思
おも

います。このことか

ら、 私
わたし

はこれからの未来
みらい

をつくるのは 私
わたし

たちだと思
おも

っています。どのように行動
こうどう

してい

くかは先輩方
せんぱいがた

を見
み

習
なら

いながら、今
いま

何
なに

ができるかを 考
かんが

えて行動
こうどう

していきたいです。 

まずは、祖父
そ ふ

が背中
せなか

で教
おし

えてくれたように、今
いま

生
い

きている一日
いちにち

一日
いちにち

を大切
たいせつ

にして一度
いちど

しか

ない自分
じぶん

の人 生
じんせい

を自分
じぶん

らしく歩
あゆ

んでいきます。 

 最後
さいご

になりますが、皆様
みなさま

これまでお読
よ

みいただきありがとうございました。 

 

（終
お

わり） 
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レインボープロジェクトのメンバー（澤田
さわだ

、宮下
みやした

、佐々木
さ さ き

）で、4月
がつ

22日
にち

（土
ど

）代々木
よ よ ぎ

 

公園
こうえん

で開催
かいさい

された 東 京
とうきょう

レインボープライド 2023 に行
い

ってきましたのでご報告
ほうこく

です。メ

インイベントのレインボーパレード前日
ぜんじつ

でしたが、 来 場 者
らいじょうしゃ

も多
おお

く、会
かい

場 内
じょうない

はとても盛
も

り上
あ

がっていました。企業
きぎょう

や大学
だいがく

の 出 展
しゅってん

ブースは約
やく

100団
だん

体
たい

で、社
しゃ

会
かい

的
てき

な認
にん

知
ち

度
ど

や盛
も

り上
あ

がりも感
かん

じます。 

中 央
ちゅうおう

大学
だいがく

( 東 京
とうきょう

)、 龍 谷
りゅうこく

大学
だいがく

(京都
きょうと

)の 出 展
しゅってん

ブースで 話
はなし

を 伺
うかが

った際
さい

、学生
がくせい

や

教 職 員
きょうしょくいん

に向
む

けたＬ Ｇ Ｂ Ｔ
エルジービーティー

についての冊子
さっし

があり 頂
いただ

いてきました。内容
ないよう

は、カミング

アウトやアウティングについて、 授 業 内
じゅぎょうない

での 敬 称
けいしょう

や 寮 生 活
りょうせいかつ

、 就 職
しゅうしょく

活動
かつどう

についてな

どです。Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ
エルジービーティー

についてよく分
わ

からないという人
ひと

でも、読
よ

みやすい内容
ないよう

になっており

勉 強
べんきょう

になりました。多摩
た ま

地域
ちいき

の 出 展
しゅってん

ブースもあり 話
はなし

を 伺
うかが

うと「東
とう

京
きょう

１０市
し

net」と

いう小
こ

平
だいら

市
し

を含
ふく

む多
た

摩
ま

地
ち

域
いき

の自
じ

治
ち

体
たい

ネット

ワークがあり、連携
れんけい

して 出 張
しゅっちょう

授 業
じゅぎょう

を 行
おこな

ったり、若
わか

者
もの

向
む

けの居
い

場
ば

所
しょ

作
づく

りをする取
と

り組
く

みをしているとのことでした。3人
にん

とも自
じ

治
ち

体
たい

の取
と

り組
く

みはあまり知
し

らなかったので、これも

勉 強
べんきょう

になりました。途中
とちゅう

から 会 場
かいじょう

がかな

り混
こ

み、3人
にん

はぐれてしまい、各々
おのおの

自由
じゆう

にブ

ースを見
み

て回
まわ

る格好
かっこう

になりました。宮下
みやした

は

企業
きぎょう

ブースの担当者
たんとうしゃ

と熱心
ねっしん

に話
はな

しており、

澤田
さわだ

は自治体
じ ち た い

や大学
だいがく

ブースのクイズコーナー

で盛
も

り上
あ

がっていたりと、3人
にん

それぞれレイン

ボープライドイベントを体感
たいかん

してきました。

頂
いただ

いてきた冊子
さっし

などは、事務所
じ む し ょ

の本棚
ほんだな

に置
お

い

てありますので、良
よ

かったらご覧
らん

ください。 

佐々木
さ さ き

 真美子
ま み こ
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みなさん「Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ
エルジービーティー

理解
りかい

増進
ぞうしん

法案
ほうあん

（Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ
エルジービーティー

法案
ほうあん

）」

って知
し

っていますか？ニュース

報道
ほうどう

などで、ご存
ぞん

じの方
かた

もいら

っしゃると思
おも

いますが、簡単
かんたん

に

紹 介
しょうかい

させていただきます。 

 

この法律
ほうりつ

は「Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ
エルジービーティー

に関
かん

して国民
こくみん

の理解
りかい

を増進
ぞうしん

させまし

ょう」という法律
ほうりつ

です。2023年
ねん

6月
がつ

23日
にち

施行
しこう

となりました。

成立
せいりつ

するまで色々
いろいろ

揉
も

めて、

成立後
せいりつご

も心配
しんぱい

の声
こえ

が多
おお

くあるよ

うです。国会
こっかい

で議論
ぎろん

になった点
てん

について一部
いちぶ

ご 紹 介
しょうかい

します。 

 

 

「Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ
エルジービーティー

理解
りかい

増進法
ぞうしんほう

」となりましたが、野
や

党側
とうがわ

は「Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ
エルジービーティー

差別
さべつ

禁止法
きんしほう

」として

進
すす

めようとしていて、 両 者
りょうしゃ

で揉
も

めていました。二
ふた

つは似
に

ているようで結構
けっこう

違
ちが

います。大
おお

きく違
ちが

う点
てん

は「罰則
ばっそく

の有無
う む

」です。野
や

党側
とうがわ

はＬ Ｇ Ｂ Ｔ
エルジービーティー

について差別
さべつ

禁止
きんし

とはっきり言
い

っ

ていて、法
ほう

に違
い

反
はん

したら罰則
ばっそく

も有
あ

りです。しかし、自民
じみん

党側
とうがわ

は、Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ
エルジービーティー

について

国民
こくみん

の理解
りかい

を広
ひろ

げていこうという 考
かんが

えなので、法
ほう

に違
い

反
はん

しても罰則
ばっそく

はありません。

当事者
とうじしゃ

からは、自民党
じみんとう

案
あん

だと、法律的
ほうりつてき

に差別
さべつ

が禁止
きんし

されないままになってしまう、同性婚
どうせいこん

などの法
ほう

整備
せいび

が進
すす

まないなど心配
しんぱい

の声
こえ

があがっています。マイノリティをめぐる差別
さべつ

や法
ほう

整備
せいび

の問題
もんだい

は、同
おな

じマイノリティの権利
けんり

擁護
ようご

団体
だんたい

として、今後
こんご

も関心
かんしん

を持
も

って 注 目
ちゅうもく

して

いきたいと思
おも

います。 
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小野
お の

 裕
ゆう

太
た

 

 

こんにちは！この度
たび

 4月
がつ

から一般
いっぱん

職 員
しょくいん

になりました小野
お の

裕
ゆう

太
た

と申
もう

します！よろしくお 願
ねが

いします！この度
たび

自己
じ こ

紹 介
しょうかい

文
ぶん

を書
か

かせて 頂
いただ

く機会
きかい

を貰
もら

いましたので、まずは

会社
かいしゃ

に 入 社
にゅうしゃ

した経緯
けいい

をお話
はな

ししたいと思
おも

います！ 

 

 生
う

まれは 北
ほっ

海
かい

道
どう

でずっと 育
そだ

っており、こちらには

転 職
てんしょく

という 形
かたち

でやってきました。 前 職
ぜんしょく

は日産
にっさん

でディ

ーラーをしており、バリバリの 営 業
えいぎょう

マンをこなしていま

した！2年
ねん

にも満
み

たない短
みじ

い期
き

間
かん

でしたが、雪
ゆき

にまみれな

がら 車
くるま

を売
う

っていました！ 

 

 その後
ご

こちらに 転 職
てんしょく

をするのですが･･･。こう言
い

ったら何
なん

ですが、実
じつ

は 全
まった

く福祉
ふくし

の

世界
せかい

のことは調
しら

べずに、転
てん

職
しょく

サイトで「支
し

援
えん

」というワードだけ検索
けんさく

して片
かた

っ端
ぱし

から

面接
めんせつ

をしやってきたということです。資格
しかく

もなしに入
はい

れるというのが大
おお

きく応募
おうぼ

するきっ

かけにもなりました！ 

 

 初
はじ

めは介
かい

護
ご

経
けい

験
けん

も 全
まった

くなく、 車
くるま

いすの方々
かたがた

と接
せっ

することもなかったので 正 直
しょうじき

かな

り 緊 張
きんちょう

もしました。ですが利用者
りようしゃ

さんと会社
かいしゃ

の方々
かたがた

のサポートのおかげもあり、ド素人
しろうと

の 私
わたし

でもやっていけるようになりました！本当
ほんとう

にありがとうございます！ 

 

 当時
とうじ

は仕事
しごと

も慣
な

れないというのは勿論
もちろん

あったのですが、何
なに

より一番
いちばん

未
いま

だに慣
な

れずに苦戦
くせん

しているのが 東 京
とうきょう

の暑
あつ

さと寒
さむ

さです･･･。北国
きたぐに

育
そだ

ちなんだから寒
さむ

さは余裕
よゆう

でしょ！ と

思
おも

われるかもしれませんが、違
ちが

います。東
とう

京
きょう

と北
ほっ

海
かい

道
どう

では寒
さむ

さの質
しつ

が違
ちが

うのです。なん

でしょう、いざ雪
ゆき

があると 逆
ぎゃく

にあったかいみたいになるんですよね･･･。 東 京
とうきょう

の冬
ふゆ

は肌
はだ

に刺
さ

さるようなツンツンした感
かん

覚
かく

なのでどうしても慣
な

れません。あと、寒
さむ

いものは普
ふ

通
つう

に
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寒
さむ

いですね！！暑
あつ

さは言
い

わずもがな、はい、無理
む り

です。仕事中
しごとちゅう

も滝
たき

のように汗
あせ

が流
なが

れ出
で

ま

す。なので出
で

会
あ

って汗
あせ

まみれでも、目線
めせん

だけは 温
あたた

かく見
み

守
まも

ってくれると 幸
さいわ

いです！ 

 

 と、このような後先
あとさき

考
かんが

えずに生
い

きていくような人間
にんげん

ですが、話
はな

しかけてくれるととて

も 喜
よろこ

ぶような人間
にんげん

ですので、お会
あ

いした際
さい

にはぜひ話
はな

しかけてください！よろしくお願
ねが

いします！ 

 

 

 

 

 

 

この夏
なつ

、北海道
ほっかいどう

の実家
じっか

に帰省
きせい

しました。北見市
き た み し

に隣接
りんせつ

している小
ちい

さな町
まち

、津別町
つべつちょう

です。 

今回
こんかい

は大
おお

きな目玉
めだま

がありました。それは同窓会
どうそうかい

。 中 学 校
ちゅうがっこう

時代
じだい

の実
じつ

に 35年振
ねんぶ

りともなる

友
とも

との再会
さいかい

は嬉
うれ

しさよりも気恥
き は

ずかしさの方
ほう

が勝
まさ

っていて、更
さら

には、故郷
ふるさと

を捨
す

てて

東 京
とうきょう

に出
で

た者
しゃ

が感
かん

じる負
お

い目
め

、それによる怖
こわ

さも入
い

り混
ま

じった 感 情
かんじょう

がありました。しか

しそれはすぐに吹
ふ

き飛
と

びました。 

ひと学年
がくねん

3 クラスで 100人
にん

ちょっといた内
うち

、30人
にん

ほどの参加
さんか

でしたが、 私
わたし

が所属
しょぞく

してい

たソフトテニス部
ぶ

の顧問
こもん

だった先生
せんせい

も連絡
れんらく

が取
と

れたとの事
こと

で駆
か

けつけてくれ、みんな顔
かお

を

見
み

るなり笑顔
えがお

と 感 情
かんじょう

が溢
あふ

れ、3次会
じかい

まで含
ふく

めると約
やく

7時間
じかん

、積
つ

もる 話
はなし

に花
はな

を咲
さ

かせまし

た。 

 

中 学 校
ちゅうがっこう

の 3年間
ねんかん

、ソフトテニス部
ぶ

（当時
とうじ

は軟式
なんしき

庭球部
ていきゅうぶ

）でペアを組
く

んでいた相方
あいかた

とも

35年振
ねんぶ

りに 話
はなし

をしました。当時
とうじ

の関係性
かんけいせい

は良
よ

いものではなく、例
たと

えば試合
しあい

に勝
か

っている

時
とき

はちょっと良
よ

い感
かん

じなのですが、ミスが多
おお

くなり形勢
けいせい

が不利
ふ り

になると、その相方
あいかた

は

癇 癪
かんしゃく

を起
お

こしてプレーが雑
ざつ

になり試合
しあい

をぶち壊
こわ

してしまうという事
こと

がよくありました。

時
とき

にはラケットを地面
じめん

に投
な

げつけてフレームの部分
ぶぶん

を折
お

ってしまったり、負
ま

けた責任
せきにん

を

他者
たしゃ

（だいだいが 私
わたし

）に押
お

し付
つ

けるという事
こと

をしていました。『前衛
ぜんえい

』というネットに近
ちか

い場所
ばしょ

を守
まも

る 私
わたし

のポジションの特性
とくせい

として、連続
れんぞく

してポイントを上
あ

げる事
こと

もあればミス

栗
くり

田
た

 健
けん

司
じ
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が続
つづ

く事
こと

もあるのですが、彼
かれ

が 癇 癪
かんしゃく

を起
お

こしてしまうと素直
すなお

に 謝
あやま

ろうとはせず、 逆
ぎゃく

に

彼
かれ

に対
たい

して反発
はんぱつ

してしまう負
ふ

のスパイラルに 陥
おちい

っていました。 中 学 校
ちゅうがっこう

卒業後
そつぎょうご

、お互
たが

い

別々
べつべつ

の高校
こうこう

に行
ゆ

き、それぞれ違
ちが

う場所
ばしょ

でソフトテニスを続
つづ

けていましたが、彼
かれ

は途中
とちゅう

で

部活
ぶかつ

を辞
や

め、しばらくして高校
こうこう

も辞
や

めてしまったと間接的
かんせつてき

に聞
き

きましたが、特
とく

に会
あ

いに行
い

くという事
こと

はしませんでした。 

 

2次会
じかい

の席
せき

で彼
かれ

と 隣
となり

になった時
とき

にやはりテニス部
ぶ

の時
とき

の 話
はなし

になり、「ミスをした時
とき

に 謝
あやま

れなくてゴメン！」伝
つた

えると、「俺
おれ

も腹
はら

を立
た

てずに仲良
なかよ

くやっていたらもっと上
うえ

を目指
め ざ

せた

よな。ゴメンな！」と言
い

ってくれ、これまで 心
こころ

のどこかでつっかえていた物
もの

がスッと消
き

え

たのを感
かん

じました。横
よこ

でその 話
はなし

を聞
き

いていた先生
せんせい

が、「2人
り

はデコボココンビで心配
しんぱい

して

見
み

ていたけど、よく最後
さいご

までやり切
き

ったな！」と言
い

ってくれ、そこからはしばらく 号 泣
ごうきゅう

し

てしまいました。 

当時
とうじ

はかなり苦
くる

しかったのですが、「仕方
しかた

ない」と割
わ

り切
き

るしか無
な

いと思
おも

っていました。し

かし、今
いま

思
おも

えば先生
せんせい

や周囲
しゅうい

の友達
ともだち

にもっと相談
そうだん

すれば良
よ

かったし、それがあれば相方
あいかた

と

の関係性
かんけいせい

が変
か

わっていたかも知
し

れません。 

彼
かれ

はその後
ご

、 町 内
ちょうない

の 食 品
しょくひん

工 場
こうじょう

に勤
つと

めたという事
こと

は聞
き

いていたのですが、そこで頑張
がんば

り、今
いま

では 工 場 長
こうじょうちょう

になっているとの事
こと

でした。 話
はなし

をする時
とき

の気配
きくば

りや 表 情
ひょうじょう

など、

醸
かも

し出
だ

す雰囲気
ふ ん い き

は 昔
むかし

のものとは 180度
ど

変
か

わっていました。『人間
にんげん

は変
か

われる』という事
こと

を

まざまざと見
み

せつけてくれたのです。 

 

中
ちゅう

学
がく

三
さん

年
ねん

の全道
ぜんどう

大会
たいかい

で個人戦
こじんせん

はボロ負
ま

けしすぎて記憶
きおく

から消
き

えていたのですが、

団体戦
だんたいせん

では３位
い

になったことを彼
かれ

に思
おも

い出
だ

させてもらい、黒歴史
くろれきし

だと思
おも

っていた 中 学
ちゅうがく

時代
じだい

の部活
ぶかつ

の 印 象
いんしょう

がここに来
き

て大
おお

きく変
か

わったのも 収 穫
しゅうかく

でした。「今度
こんど

帰
かえ

る時
とき

は連絡
れんらく

し

てよ」と言
い

ってくれたのも嬉
うれ

しかったです。来年
らいねん

は彼
かれ

と一緒
いっしょ

に 町 営
ちょうえい

テニスコートに顔
かお

を

出
だ

して来
こ

ようと思
おも

います。 
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《 活
か つ

 動
ど う

 報
ほ う

 告
こ く

 》 

2022 年
ねん

 9 月
がつ

  

1 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン ILP会議
か い ぎ

／ホームページ会議
か い ぎ

 

2 日
にち

 ( 金
きん

 ) 職 員
しょくいん

会議
か い ぎ

 

4 日
にち

 ( 日
にち

 ) 個別
こ べ つ

ILP(大渕
おおぶち

、塩崎
しおざき

) 

5 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 小平市
こ だ い ら し

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

(瀧澤
たきざわ

) 

6 日
にち

 ( 火
か

 ) 組織
そ し き

改正
かいせい

PT会議
か い ぎ

／マネージャー会議
か い ぎ

 

7 日
にち

 ( 水
すい

 ) 小平市
こ だ い ら し

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

委員
い い ん

打合
うちあわ

せ(瀧澤
たきざわ

) 

8 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン ILP会議
か い ぎ

 

10 日
にち

 ( 土
ど

 ) 個別
こ べ つ

ILP(淺
あさ

川
かわ

) 

12 日
にち

 ( 月
げつ

 ) JIL介助
かいじょ

サービス委員会
い い ん か い

(淺
あさ

川
かわ

)／個別
こ べ つ

ピアカン(阿保
あ ぼ

) 

13 日
にち

 ( 火
か

 ) JIL介助
かいじょ

サービス委員会
い い ん か い

オンライン座談会
ざ だ ん か い

(淺
あさ

川
かわ

、阿保
あ ぼ

)／中 堅
ちゅうけん

の会
かい

(大渕
おおぶち

、

瀧澤
たきざわ

、阿保
あ ぼ

、澤田
さ わ だ

)／マネージャー会議
か い ぎ

／個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(淺
あさ

川
かわ

) 

15 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン ILP会議
か い ぎ

／個別
こ べ つ

ILP(淺
あさ

川
かわ

) 

17 日
にち

 ( 土
ど

 ) 川内
かわうち

アクセス 塾
じゅく

（阿保
あ ぼ

） 

18 日
にち

 ( 日
にち

 ) 長期
ちょうき

ILP(新井
あ ら い

) 

20 日
にち

 ( 火
か

 ) チームリーダー会議
か い ぎ

／個別支援
し え ん

会議
か い ぎ

（淺
あさ

川
かわ

）／マネージャー会議
か い ぎ

 

21 日
にち

 ( 水
すい

 ) 行 政
ぎょうせい

交 渉
こうしょう

(澤田
さ わ だ

) 

22 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン ILP会議
か い ぎ

／個別
こ べ つ

ピアカン(阿保
あ ぼ

) 

25 日
にち

 ( 日
にち

 ) 介護
か い ご

保障
ほしょう

ワーキンググループ(淺
あさ

川
かわ

)／ピアサポートワーキンググループ(淺
あさ

川
かわ

) 

26 日
にち

 ( 月
げつ

 ) JIL介助
かいじょ

サービス委員会
い い ん か い

(淺
あさ

川
かわ

) 

27 日
にち

 ( 火
か

 ) 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(淺
あさ

川
かわ

)／マネージャー会議
か い ぎ

／個別 ILP(竹島
たけしま

) 

28 日
にち

 ( 水
すい

 ) JIL ピアカン委員会
い い ん か い

(大渕
おおぶち

)／小平市障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

連絡会
れんらくかい

例会
れいかい

(瀧澤
たきざわ

） 

29 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン ILP会議
か い ぎ

 

30 日
にち

 ( 金
きん

 ) 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(竹島
たけしま

) 
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2022 年
ねん

 10 月
がつ

  

3 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 全国
ぜんこく

脊髄
せきずい

損傷者
そんしょうしゃ

連合会
れんごうかい

組織
そ し き

体制
たいせい

ワーキンググループ(淺
あさ

川
かわ

） 

4 日
にち

 ( 火
か

 ) 組織
そ し き

改正
かいせい

PT会議
か い ぎ

／マネージャー会議
か い ぎ

 

5 日
にち

 ( 水
すい

 ) 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(淺
あさ

川
かわ

) 

6 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン ILP会議
か い ぎ

／長期
ちょうき

ILP(阿保
あ ぼ

) 

7 日
にち

 ( 金
きん

 ) 職 員
しょくいん

会議
か い ぎ

／長期
ちょうき

ILP(竹島
たけしま

、阿保
あ ぼ

) 

8 日
にち

 ( 土
ど

 ) 川内
かわうち

アクセス 塾
じゅく

（阿保
あ ぼ

） 

10 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 全国
ぜんこく

脊髄
せきずい

損傷者
そんしょうしゃ

連合会
れんごうかい

通 常
つうじょう

理事会
り じ か い

(淺
あさ

川
かわ

) 

11 日
にち

 ( 火
か

 ) 省 庁
しょうちょう

交 渉
こうしょう

(淺
あさ

川
かわ

)／マネージャー会議
か い ぎ

／小平
こだいら

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

保護者会
ほ ご し ゃ か い

(阿保
あ ぼ

） 

12 日
にち

 ( 水
すい

 ) 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(淺
あさ

川
かわ

)／通信
つうしん

会議
か い ぎ

(阿保
あ ぼ

、新井
あ ら い

) 

13 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン ILP会議
か い ぎ

 

14 日
にち

 ( 金
きん

 ) 個別
こ べ つ

ILP(淺
あさ

川
かわ

) 

15 日
にち

 ( 土
ど

 ) 小平市
こ だ い ら し

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

ワーキンググループ(瀧澤
たきざわ

) 

17 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 個別
こ べ つ

ピアカン(瀧澤
たきざわ

) 

18 日
にち

 ( 火
か

 ) チームリーダー会議
か い ぎ

／個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

（淺
あさ

川
かわ

、瀧澤
たきざわ

）／マネージャー会議
か い ぎ

／

中 堅
ちゅうけん

の会
かい

(大渕
おおぶち

、瀧澤
たきざわ

、阿保
あ ぼ

、澤田
さ わ だ

) 

20 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン ILP会議
か い ぎ

／個別
こ べ つ

ピアカン(大渕
おおぶち

) 

21 日
にち

 ( 金
きん

 ) 自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

幹事会
か ん じ か い

(瀧澤
たきざわ

) 

22 日
にち

 ( 土
ど

 ) 再生
さいせい

医療
いりょう

シンポジウム(淺
あさ

川
かわ

) 

23 日
にち

 ( 日
にち

 ) 
介護
か い ご

保障
ほしょう

ワーキンググループ(淺
あさ

川
かわ

)／ピアサポートワーキンググループ(淺
あさ

川
かわ

) 

25 日
にち

 ( 火
か

 ) 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(澤田
さ わ だ

) 

26 日
にち

 ( 水
すい

 ) JIL ピアカン委員会
い い ん か い

(大渕
おおぶち

、新井
あ ら い

) 

27 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン ILP会議
か い ぎ

／小平市
こ だ い ら し

高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

連絡会
れんらくかい

(瀧澤
たきざわ

) 

29 日
にち

 ( 土
ど

 ) 個別
こ べ つ

ILP(阿保
あ ぼ

、新井
あ ら い

) 

30 日
にち

 ( 日
にち

 ) 個別
こ べ つ

ILP(新井
あ ら い

） 

31 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 長期
ちょうき

ILP(大渕
おおぶち

、阿保
あ ぼ

)／個別
こ べ つ

ILP(淺
あさ

川
かわ

) 
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2022 年
ねん

 11 月
がつ

  

1 日
にち

 ( 火
か

 ) 組織
そ し き

改正
かいせい

PT会議
か い ぎ

／マネージャー会議
か い ぎ

／中 堅
ちゅうけん

の会
かい

(大渕
おおぶち

、瀧澤
たきざわ

、阿保
あ ぼ

、澤田
さ わ だ

) 

3 日
にち

 ( 木
もく

 ) 長期
ちょうき

ILP(淺
あさ

川
かわ

、阿保
あ ぼ

、塩崎
しおざき

) 

4 日
にち

 ( 金
きん

 ) 職 員
しょくいん

会議
か い ぎ

／個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(竹島
たけしま

) 

5 日
にち

 ( 土
ど

 ) 全国
ぜんこく

脊髄
せきずい

損傷者
そんしょうしゃ

連合会
れんごうかい

ピアサポート研修会
けんしゅうかい

(淺
あさ

川
かわ

) 

8 日
にち

 ( 火
か

 ) 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(淺
あさ

川
かわ

)／マネージャー会議
か い ぎ

 

9 日
にち

 ( 水
すい

 ) 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(淺
あさ

川
かわ

) 

10 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン ILP会議
か い ぎ

／個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(淺
あさ

川
かわ

) 

13 日
にち

 ( 日
にち

 ) 個別
こ べ つ

ILP(淺
あさ

川
かわ

、新井
あ ら い

) 

14 日
にち

 ( 月
げつ

 ) 全国
ぜんこく

脊髄
せきずい

損傷者
そんしょうしゃ

連合会
れんごうかい

組織
そ し き

体制
たいせい

ワーキンググループ(淺
あさ

川
かわ

）／個別
こ べ つ

ピアカン

(大渕
おおぶち

) 

15 日
にち

 ( 火
か

 ) JIL ピアカン委員会
い い ん か い

定例
ていれい

会議
か い ぎ

(大渕
おおぶち

、新井
あ ら い

)／マネージャー会議
か い ぎ

／個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(澤田
さ わ だ

） 

16 日
にち

 ( 水
すい

 ) 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(澤田
さ わ だ

) 

17 日
にち

 ( 木
もく

 ) 個別
こ べ つ

ピアカン(阿保
あ ぼ

)／ピアカン ILP会議
か い ぎ

 

18 日
にち

 ( 金
きん

 ) 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(澤田
さ わ だ

) 

20 日
にち

 ( 日
にち

 ) 個別
こ べ つ

ILP(淺
あさ

川
かわ

、新井
あ ら い

) 

22 日
にち

 ( 火
か

 ) 利用者
り よ う し ゃ

会議
か い ぎ

／マネージャー会議
か い ぎ

 

24 日
にち

 ( 木
もく

 ) ピアカン ILP会議
か い ぎ

／小平
こだいら

特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

対応
たいおう

(淺
あさ

川
かわ

、阿保
あ ぼ

) 

25 日
にち

 ( 金
きん

 ) 個別
こ べ つ

支援
し え ん

会議
か い ぎ

(阿保
あ ぼ

、澤田
さ わ だ

)／個別
こ べ つ

ピアカン(阿保
あ ぼ

) 

26 日
にち

 ( 土
ど

 ) 全国
ぜんこく

脊髄
せきずい

損傷者
そんしょうしゃ

連合
れんごう

会意
か い い

見
けん

交換会
こうかんかい

(淺
あさ

川
かわ

)／川内
かわうち

アクセス 塾
じゅく

(阿保
あ ぼ

)／ 

27 日
にち

 ( 日
にち

 ) 全国
ぜんこく

脊髄
せきずい

損傷者
そんしょうしゃ

連合会
れんごうかい

東 京
とうきょう

支部
し ぶ

定例会
ていれいかい

・介護
か い ご

保障
ほしょう

ワーキンググループ(淺
あさ

川
かわ

) 

28 日
にち

 ( 月
げつ

 ) JIL介助
かいじょ

サービス委員会
い い ん か い

(淺
あさ

川
かわ

) 

29 日
にち

 ( 火
か

 ) チームリーダー会議
か い ぎ

／マネージャー会議
か い ぎ

／個別
こ べ つ

ILP(竹島
たけしま

)／中 堅
ちゅうけん

の会
かい

(大渕
おおぶち

、瀧澤
たきざわ

、阿保
あ ぼ

、澤田
さ わ だ

) 
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 みなさん、こんにちは。 

みなさんはこの時期
じ き

いかがお過
す

ごしでしょうか？おいしい食
た

べ物
もの

を楽
たの

しむ方
かた

、遠出
とおで

を楽
たの

しむ方
かた

、家
いえ

の中
なか

で楽
たの

しむ方
かた

、ゆっくりして 体 調
たいちょう

をととのえる方
かた

。 

いろんな方
かた

がいますが、みなさん思
おも

い思
おも

いの楽
たの

しみ方
かた

があると思
おも

います。 

よければ、 私
わたし

に教
おし

えてください＾＾。 

通
つう

信
しん

編
へん

集
しゅう

委
い

員
いん

：阿
あ

保
ぼ

弘
こう

平
へい

 

 

■自立
じ り つ

生活
せいかつ

センター・小平
こだいら

 地図
ち ず

 

  

編
へ ん

 集
し ゅ う

 後
こ う

 記
き
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障害者
しょうがいしゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

サービス 

障害者
しょうがいしゃ

生活
せ い か つ

支援
し え ん

事業
じ ぎ ょ う

サービス 

相談
そうだん

 

ピア・ 

カウンセリング 自立
じりつ

生活
せいかつ

 

プログラム 

介助
かいじょ

制度
せ い ど

、手当
て あ て

、 住 宅
じゅうたく

改造
かいぞう

、生活
せいかつ

保護
ほ ご

などの制度
せ い ど

利用
り よ う

の

申請
しんせい

のサポート、生活
せいかつ

に関
かか

わるあらゆる相談
そうだん

 

・ 電話
で ん わ

相談
そうだん

：必要
ひつよう

に応
おう

じて随時
ず い じ

お受
う

けします 

・ 面接相談：月～金、１０時～１７時 

障 害 者
しょうがいしゃ

同士
ど う し

で 話
はなし

を聞
き

きあい、 

自分
じぶん

らしく生
い

きていくためのカウン

セリング（ 集 中
しゅうちゅう

講座
こ う ざ

など） 

生
せい

活 力
かつりょく

、社会性
しゃかいせい

を高
たか

めるプログラム（長期
ちょうき

プログラム、短期
た ん き

プログラ

ム、個別
こ べ つ

プログラム、単発
たんぱつ

プログラム） 

プログラムテーマ例
れい

 

… 障 害
しょうがい

って何
なに

？・介助
かいじょ

を頼
たの

もう（介助者
かいじょしゃ

との関係
かんけい

）・制度
せ い ど

学 習
がくしゅう

・フ

ィールドトリップ・お金
かね

の管理
か ん り

・調理
ちょうり

実 習
じっしゅう

   …など 

◇ 宿 泊
しゅくはく

体験
たいけん

 

民間
みんかん

のアパート（自立
じ り つ

生活
せいかつ

体験室
たいけんしつ

）に泊
と

まって、自立
じ り つ

生活
せいかつ

を体験
たいけん

す

るプログラム 

 

◇自立
じ り つ

生活
せいかつ

をめざすための 住 宅
じゅうたく

サービス 

アパート等
など

の 住 居
じゅうきょ

の確保
か く ほ

 

 

◇広報誌
こうほうし

の発行
はっこう

 

制度
せ い ど

や自立
じ り つ

生活
せいかつ

のノウハウに関
かん

する 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

、 情 報
じょうほう

交換
こうかん
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 一般
いっぱん

の方
かた

 医療的
いりょうてき

ケアの必要
ひつよう

な方
かた

 

平日
へいじつ

日勤
にっきん

（7時
じ

～23時
じ

） ￥１，６５０ ￥１，８８０ 

土日
ど に ち

日勤
にっきん

（7時
じ

～23時
じ

） ￥１，７００ ￥１，９４０ 

夜
や

  勤
きん

（23時
じ

～7時
じ

） ￥１，７００ ￥１，９４０ 

各
かく

サービスを利用
り よ う

される方
かた

には、 協 力
きょうりょく

会費
か い ひ

を 頂
いただ

いております。 

入 会
にゅうかい

ご希望
ご き ぼ う

の方
かた

は、下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 

会費
か い ひ

：年額
ねんがく

4,200円
えん

(年度
ね ん ど

途中
とちゅう

から 入 会
にゅうかい

の場合
ば あ い

月額
げつがく

350円
えん

) 

近隣
きんりん

の 8市区
し く

にまたがって身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

、知的
ち て き

障 害 者
しょうがいしゃ

、精神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

にサービスを 提 供
ていきょう

しています。 

（初
はじ

めてサービスを利用
り よ う

する場合
ば あ い

は、利用
り よ う

規約
き や く

等
とう

について事前
じ ぜ ん

に説明
せつめい

する場
ば

を設
もう

けさせていただきます。）  

ＩＬＰ
アイエルピー

、ピア・カウンセリング利用
り よ う

    ご相
そう

談
だん

ください。 

総合
そうごう

支援法
しえんほう

によるヘルパー利用
り よ う

      ご相
そう

談
だん

ください。 

２４時間
じ か ん

・３６５日
に ち

介助
か い じ ょ

派遣
は け ん

サービス 

《 編 集
へんしゅう

》  自立
じりつ

生活
せいかつ

センター･小平
こだいら

 

〒187-0003 東京都
とうきょうと

小平市
こだいらし

花
はな

小金井南町
こがねいみなみちょう

1-18-45-10-1Ｆ 

TEL/042-467-7235 FAX/042-467-7335 

E-MAIL:cilkodaira3＠hotmail.com 

 

《発行所
はっこうじょ

》 障 害 者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

定期
ていき

刊行物
かんこうぶつ

協 会
きょうかい

 

世田谷区
せ た が や く

祖師谷
そ し が や

3-1-17 ヴェルドゥーラ祖師谷
そ し が や

102号室
ごうしつ

 

（定価
ていか

 100円
えん

） 


